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Fundamental Study on Interference Prediction Design of Communication Cable 














































 ３．１ シミュレーションによる検討 




1000MHz である。図 1 にモデルを示す。無限導体板上
1m の高さに平行に 6m の長さの LAN ケーブルを設置
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心位置とし、x 方向および z 方向はケーブルから
10[mm]離した位置で観測した。 
また、電界は EX、EY、EZの 3 方向が存在するため、
今回は全電界 E として、次式の値でその振幅を評価し
た。 
𝑬𝑬 � �𝑬𝑬𝒙𝒙𝟐𝟐 � 𝑬𝑬𝒚𝒚𝟐𝟐 � 𝑬𝑬𝒛𝒛𝟐𝟐 
図 2 にシミュレーションに使用したケーブルのモデ

























































ョンの測定として IEC 62153-4-5 の規格に
おける吸収クランプ法に準じたものである。
ネットワークアナライザのポート 1 から出た 30MHz
から 1GHz の高周波は、バランを経由して LAN ケーブ
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